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関
係
者
は
、
自
殺
の
原
因
が
原
告
ら
の
家
庭
や
一
 

郎
自
身
の
問
題
が
あ
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
 

か
ね
な
い
心
な
い
言
動
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
認
 

め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
り
、
原
告
ら
の
精
神
的
苦
 

痛
が
一
層
増
大
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
否
定
し
が
た
 

い
。
そ
の
他
、
本
件
訴
訟
の
審
理
に
顕
れ
た
一
切
 

の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
原
告
ら
が
本
件
殴
打
行
 

為
に
よ
っ
て
被
っ
た
精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
に
 

は
各
二
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
相
当
と
す
る
。
 

口
 
弁
護
士
費
用
 

本
件
事
案
の
性
質
、
難
易
度
、
認
容
額
な
ど
本
 

件
訴
訟
の
審
理
に
顕
れ
た
一
切
の
事
情
に
か
ん
が
 

み
る
と
、
原
告
ら
の
弁
護
士
費
用
と
し
て
被
告
に
 

賠
償
せ
し
め
る
べ
き
額
と
し
て
は
、
各
一
七
二
万
 

円
が
相
当
で
あ
る
。
 

四
 
結
論
 

以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
は
、
原
告
ら
そ
 

れ
ぞ
れ
に
対
し
、
 

一
八
九
六
万
四
六
三
九
円
（
合
 

計
三
七
九
二
万
九
二
七
八
円
）
及
び
こ
れ
に
対
す
 

る
本
件
不
法
行
為
の
日
で
あ
る
平
成
六
年
九
月
九
 

日
か
ら
各
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の
 

割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
を
支
払
う
義
務
が
あ
 

る
。
よ
っ
て
、
原
告
ら
の
被
告
に
対
す
る
各
請
求
 

は
、
右
の
限
度
で
理
由
が
あ
る
か
ら
認
容
し
、
そ
 

の
余
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
か
ら
棄
却
す
る
こ
 

と
と
し
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
 

（
裁
判
官
 

三
木
昌
之
 
裁
判
官
 
柴
田
 
誠） 

裁
判
長
裁
判
官
大
谷
種
臣
は
、
転
補
の
た
め
署
 

名
押
印
で
き
な
い
。
 

（
裁
判
官
 

三
木
昌
之
）
 

▽
離
婚
し
た
父
親
の
子
に
対
す
る
面
 

接
交
渉
を
拒
否
し
た
親
権
者
で
あ
 

る
母
親
の
不
法
行
為
責
任
が
認
め
 

ら
れ
た
事
例
 

、
慰
謝
料
請
求
事
件
、
静
岡
地
裁
浜
松
支
部
ノ
 

平
一
〇
⑦
五
四
八
号
、
平
 11
 

・ 
12
 

・ 
21
 

判
 

／
決
、
認
容
（
控
訴
）
  

× 

本
件
は
、
離
婚
し
た
父
親
X
が
、
親
権
者
 

と
な
っ
た
母
親
Y

に
対
し
て
、
X
が
Y

に
両
 

人
の
子
A

に
面
接
を
求
め
た
の
を
Y
が
拒
絶
 

し
た
の
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
不
法
行
為
 

に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
対
し
裁
判
所
は
、
X

の
請
求
を
全
 

面
的
に
認
容
し
た
が
、
そ
の
理
由
に
よ
る
 

と
、
X
と
Y
と
は
調
停
離
婚
を
し
た
が
、
そ
 

の
調
停
条
項
に
よ
る
と
、
両
人
の
子
A

の
親
 

権
者
を
Y
と
定
め
、
Y
は
、
X
が
月
一
回
、
 

二
時
間
程
度
A
と
の
面
接
を
認
め
、
X

か
ら
 

の
申
出
に
よ
り
、
そ
の
日
時
、
場
所
、
方
法
 

等
に
つ
い
て
協
議
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
 

と
、
そ
こ
で
、
X
が
Y

に
対
し
A
と
の
面
接
 

を
求
め
た
が
、
Y

が
こ
れ
に
応
じ
な
い
た
 

め
、
X
は
家
庭
裁
判
所
に
調
査
官
に
よ
る
履
 

行
勧
告
を
も
と
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
家
庭
裁
 

判
所
調
査
官
か
ら
Y

に
対
し
履
行
勧
告
が
な
 

さ
れ
た
が
、
Y
は
こ
れ
に
も
応
じ
な
か
っ
た
 

こ
と
、
Y
が
X

の
A

に
対
す
る
面
接
を
拒
絶
 

す
る
理
由
と
し
て
、
Y
は
、
X
が
婚
姻
後
自
 

己
本
位
で
わ
が
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
遠
因
 

で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
Y
が
X
と
別
居
す
 

る
に
至
っ
た
の
は
、
本
調
停
の
経
過
や
調
停
 

離
婚
の
成
立
過
程
を
併
せ
考
え
る
と
、
X

の
 

自
己
本
位
で
わ
が
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
認
め
 

ら
れ
ず
、
む
し
ろ
、
Y

の
親
離
れ
し
な
い
幼
 

稚
な
人
格
が
家
庭
と
い
う
も
の
の
本
質
を
弁
 

え
ず
、
子
の
監
護
養
育
に
も
深
く
考
え
よ
う
 

と
し
な
い
わ
が
ま
ま
な
態
度
に
あ
る
こ
と
、
 

ま
た
、
Y
は
、
A

の
学
資
保
険
料
を
X

か
ら
 

Y
に
交
付
す
る
と
の
調
停
条
項
が
あ
る
と
い
 

う
が
、
こ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
れ
 

ら
の
事
実
か
ら
み
て
、
Y
が
X
か
ら
の
そ
の
 

子
A
と
の
面
接
交
渉
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
 

は
、
X

の
親
権
は
停
止
さ
れ
て
い
る
と
は
い
 

え
、
X

の
父
親
と
し
て
の
愛
情
に
基
づ
く
自
 

然
の
行
為
を
妨
害
す
る
も
の
と
し
て
、
不
法
 

行
為
成
立
要
件
と
し
て
の
違
法
行
為
に
あ
た
 

る
と
し
た
。
 

本
判
決
は
、
離
婚
し
た
夫
が
、
離
婚
に
よ
 

り
子
の
親
権
者
と
な
っ
た
元
妻
に
子
と
の
面
 

接
交
渉
を
求
め
た
の
を
、
元
妻
が
拒
絶
し
た
 

こ
と
が
違
法
と
し
て
、
元
妻
に
対
し
て
損
害
 

賠
償
請
求
を
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
 

ろ
で
、
離
婚
し
た
夫
と
妻
と
の
間
の
損
害
賠
 

償
訴
訟
の
先
例
と
し
て
は
、
離
婚
し
た
夫
か
 

ら
妻
に
性
交
渉
の
拒
絶
が
離
婚
原
因
で
あ
る
 

と
し
て
、
元
妻
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
認
容
 

し
た
も
の
（
岡
山
地
判
平
3

・3

・ 
29
 

本
誌
 

一
四
一
〇
・
一
〇
〇
）
、
ま
た
、
離
婚
し
た
 

夫
が
離
婚
原
因
が
妻
の
不
貞
行
為
に
あ
る
と
 

し
て
、
元
妻
に
対
し
て
求
め
た
損
害
賠
償
請
 

求
を
認
容
し
た
も
の
（
東
京
高
判
平
7

・ 

1

・ 
30
 

本
誌
一
五
五
一
・
七
三
）
等
が
あ
る
 

が
、
離
婚
し
た
夫
婦
間
で
子
に
対
す
る
面
接
 

交
渉
の
拒
絶
を
違
法
と
し
て
も
と
め
た
損
害
 

賠
償
請
求
事
案
は
か
つ
て
は
見
当
た
ら
ず
、
 

本
判
決
は
同
種
事
案
の
解
決
の
参
考
と
な
ろ
 

う。 

（
一
部
仮
名
）
 

八
参
照
条
文
V
 
民
法
七
〇
九
条
・
七
一
〇
条
 

ハ
当
事
者
V
 
原
 

告
 
甲
 
野
 
太
 
郎
 

右
訴
訟
代
理
人
弁
護
士
 

鈴
 
木
 
孝
 
裕
 

被
 

告
 
乙
 
山
 
花
 
子
 

右
訴
訟
代
理
人
弁
護
士
 

安
 
間
 
龍
 
彦
 

【
主
文
】
 

一 

被
告
は
原
告
に
対
し
、
金
五
 

〇
〇
万
円
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成
一
 

〇
年
一
二
月
二
七
日
か
ら
支
払
済
み
に
至
 

る
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
 

払
え
。
 

二
 
訴
訟
費
用
は
被
告
の
負
担
と
す
る
。
 

三
 

こ
の
判
決
は
仮
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
 

き
る
。
 

【
事
実
】
 

用
 
申
立
 

（
請
求
の
趣
旨
）
 

一 

被
告
は
原
告
に
対
し
、
金
五
〇
〇
万
円
お
 

よ
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
七
日
 

か
ら
支
払
済
み
に
至
る
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
 

る
金
員
を
支
払
え
。
 

二
 
訴
訟
費
用
は
被
告
の
負
担
と
す
る
。
 

と
の
判
決
、
な
ら
び
に
仮
執
行
の
官
曹
巳
 

（
被
告
の
答
弁
）
 

一 

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。
 

二
 

訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。
 

と
の
判
決
。
 

口
 
主
張
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（
請
求
原
因
）
 

第
一
、
一
 

原
告
と
被
告
は
平
成
四
年
一
一
月
 

四
日
婚
姻
し
た
夫
婦
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
〇
年
 

六
月
三
日
調
停
離
婚
し
た
。
 

ニ
 
原
告
と
被
告
の
間
に
は
平
成
六
年
一
月
一
一
 

八
日
長
男
乙
山
一
郎
が
産
ま
れ
た
が
、
離
婚
後
は
 

親
権
者
は
被
告
と
定
め
ら
れ
、
被
告
が
監
護
養
育
 

し
て
い
る
。
 

第
二
、
一
1
 
原
告
と
被
告
は
、
婚
姻
中
、
一
 

郎
と
と
も
に
浜
松
市
内
の
丙
川
団
地
に
居
住
し
て
 

い
た
が
、
平
成
七
年
七
月
二
五
日
原
告
が
勤
務
先
 

へ
出
社
し
て
不
在
の
間
に
被
告
は
一
方
的
に
肩
書
 

住
所
地
の
実
家
に
帰
っ
て
し
ま
い
、
以
後
別
居
状
 

態
と
な
っ
た
。
 

2
 
そ
し
て
、
被
告
は
平
成
七
年
八
月
静
岡
家
 

庭
裁
判
所
浜
松
支
部
に
原
告
と
の
離
婚
を
求
め
て
 

夫
婦
関
係
調
整
の
調
停
を
申
し
立
て
（
平
成
七
年
 

廠W
、
第
四
三
九
号
）
、
 

一
方
、
原
告
も
そ
の
こ
ろ
 

同
支
部
に
円
満
調
整
を
求
め
て
調
停
を
申
し
立
て
 

た
が
（
平
成
七
年
夙
W
ー
第
四
四
六
号
）
、
い
ず
れ
 

も
不
調
あ
る
い
は
取
下
に
よ
っ
て
終
了
し
た
。
 

3
 
さ
ら
に
、
原
告
は
別
居
後
永
ら
く
一
郎
と
 

の
面
接
交
渉
が
絶
た
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
 

七
年
一
二
月
こ
ろ
、
同
支
部
に
対
し
被
告
を
相
手
 

方
と
し
て
、
一
郎
と
の
面
接
交
渉
を
求
め
て
調
停
 

を
申
し
立
て
た
が
（
平
成
七
年
廟
甲
第
六
九
一
 

号
）
、
結
局
平
成
八
年
七
月
九
日
不
調
に
帰
し
、
 

審
判
に
移
行
し
た
。
 

こ
の
間
、
原
告
は
調
停
の
席
上
一
回
ほ
ど
一
郎
 

に
合
わ
せ
て
も
ら
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
 

ニ
1
 

つ
ぎ
に
、
被
告
は
平
成
八
年
七
月
一
七
 

日
原
告
を
相
手
方
と
し
て
静
岡
地
方
裁
判
所
浜
松
 

支
部
に
離
婚
等
請
求
訴
訟
を
提
起
し
（
平
成
八
年
 

の
第
二
一
号
）
、
和
解
等
を
経
て
再
び
調
停
に
付
 

さ
れ
（
平
成
九
年
商
）
‘
第
一
二
四
号
）
、
家
庭
裁
 

判
所
調
査
官
を
通
じ
、
原
告
と
一
郎
と
の
面
接
交
 

渉
に
つ
き
調
整
が
行
わ
れ
た
。
 

こ
の
間
、
原
告
は
和
解
の
席
上
、
 
一
郎
に
一
回
 

会
う
こ
と
が
で
き
、
調
停
移
付
後
は
右
調
査
官
立
 

会
い
の
う
え
、
平
成
九
年
九
月
一
八
日
と
同
年
一
 

〇
月
一
三
日
に
同
支
部
厚
生
室
で
、
ま
た
、
平
成
 

一
〇
年
一
月
二
二
日
に
は
浜
松
市
内
の
遠
州
海
浜
 

公
園
で
三
回
一
郎
と
面
接
交
渉
す
る
こ
と
が
で
き
 

た。 2
 
原
告
と
し
て
は
、
被
告
と
別
居
後
、
終
始
 

一
郎
と
の
面
接
交
渉
を
求
め
て
き
た
が
、
こ
れ
を
 

拒
否
す
る
被
告
の
頑
な
な
態
度
の
た
め
、
面
接
交
 

渉
が
極
端
に
制
限
さ
れ
、
父
た
る
権
利
を
侵
害
さ
 

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 

三
 

以
上
の
よ
う
に
、
原
告
と
被
告
の
間
の
失
一
 

婦
関
係
を
巡
る
紛
争
は
長
期
化
し
た
が
、
原
告
と
 

し
て
も
代
理
人
、
家
事
審
判
官
、
家
庭
裁
判
所
調
 

査
官
の
意
見
も
聞
き
、
一
郎
と
の
面
接
交
渉
が
確
 

保
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
被
告
と
離
婚
し
、
一
郎
 

の
親
権
者
が
被
告
と
な
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
 

も
の
と
判
断
し
、
大
幅
に
譲
歩
し
、
平
成
一
〇
年
 

六
月
三
日
つ
ぎ
の
条
項
を
含
め
調
停
離
婚
を
成
立
 

さ
せ
た
。
 

す
な
わ
ち
、
調
停
条
項
に
は
、
被
告
は
原
告
に
 

対
し
、
 

一
郎
と
二
か
月
に
一
回
、
 
一
回
に
つ
き
一
一
 

時
間
程
度
面
接
す
る
こ
と
を
認
め
、
原
告
か
ら
の
 

申
し
出
に
よ
り
、
日
時
、
場
所
、
方
法
等
に
つ
い
 

て
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
被
告
は
子
の
面
接
交
渉
 

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
誠
意
を
持
っ
て
こ
れ
 

に
あ
た
る
。
な
お
、
面
接
場
所
に
つ
い
て
は
、
子
 

の
意
思
を
尊
重
す
る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 

な
お
、
右
面
接
交
渉
の
頻
度
に
つ
い
て
は
、
も
 

と
よ
り
原
告
は
最
低
月
一
回
を
希
望
し
た
が
、
被
 

告
に
拒
否
さ
れ
た
結
果
、
二
か
月
に
一
回
と
定
め
 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 

四
 
右
調
停
成
立
後
、
原
告
は
代
理
人
を
通
 

じ
、
被
告
に
対
し
、
一
郎
と
の
面
接
交
渉
を
求
め
 

た
と
こ
ろ
、
平
成
一
〇
年
七
月
三
〇
日
午
前
九
時
 

三
〇
分
か
ら
、
浜
松
市
内
の
佐
鳴
湖
公
園
で
と
の
 

協
議
が
成
立
し
、
原
告
は
そ
の
時
刻
右
公
園
に
出
 

向
い
た
が
、
被
告
は
現
れ
な
か
っ
た
。
 

そ
こ
で
、
原
告
は
静
岡
家
庭
裁
判
所
浜
松
支
部
 

に
対
し
、
履
行
勧
告
の
申
し
出
を
し
た
が
、
被
告
 

は
こ
れ
に
も
応
じ
な
い
。
 

第
三
、
 

一 

原
告
の
有
す
る
一
郎
と
の
面
接
交
 

渉
権
は
、
父
親
と
し
て
の
自
然
の
権
利
で
あ
り
、
 

ま
し
て
一
郎
は
原
告
と
被
告
の
別
居
当
時
一
歳
半
 

で
間
も
な
く
五
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
発
育
中
 

の
子
で
、
物
心
が
つ
く
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
原
告
 

が
一
郎
と
会
い
た
い
と
思
う
情
愛
は
父
親
と
し
て
 

当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
 
一
郎
自
身
が
原
告
を
父
親
 

と
認
識
し
う
る
面
接
交
渉
を
認
め
な
け
れ
ば
、
権
 

利
た
る
意
義
を
失
う
。
 

し
か
る
に
、
被
告
は
前
記
の
と
お
り
別
居
と
い
 

う
方
法
に
よ
り
原
告
と
一
郎
を
別
離
さ
せ
、
そ
の
 

後
も
原
告
と
一
郎
の
面
接
交
渉
を
妨
害
し
、
い
わ
 

ん
や
前
記
調
停
条
項
に
も
従
わ
な
い
の
で
あ
る
か
 

ら
、
民
法
第
七
〇
九
条
、
第
七
一
〇
条
に
基
き
、
 

原
告
に
対
し
て
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
。
 

二
 
原
告
が
一
郎
と
の
面
接
交
渉
を
制
限
な
い
 

し
妨
害
さ
れ
た
経
緯
、
期
間
、
こ
れ
に
対
し
原
告
 

が
と
っ
た
対
応
、
 
一
方
、
被
告
は
毎
日
一
郎
と
接
 

し
て
い
る
こ
と
等
の
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
原
告
 

の
受
け
た
損
害
は
甚
大
で
あ
り
、
こ
れ
を
慰
謝
す
 

る
に
は
金
五
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
相
当
と
す
る
。
 

第
四
、
よ
っ
て
、
原
告
は
被
告
に
対
し
、
右
金
 

五
〇
〇
万
円
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
訴
状
送
達
の
 

日
の
翌
日
で
あ
る
平
成
一
〇
年
一
二
月
二
七
日
か
 

ら
支
払
済
み
に
至
る
ま
で
民
法
所
定
年
五
分
の
割
 

合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
。
 

（
被
告
の
答
弁
お
よ
び
主
張
）
 

第
一
、
請
求
原
因
第
一
項
一
を
認
め
る
。
 

同
項
ニ
を
認
め
る
。
 

同
第
二
項
一
1
を
認
め
る
。
た
だ
し
、
被
告
は
 

一
方
的
に
実
家
に
帰
っ
た
の
で
は
な
い
。
 

同
項
一
2
を
認
め
る
。
た
だ
し
、
原
告
が
静
岡
 

家
庭
裁
判
所
浜
松
支
部
に
円
満
調
整
を
求
め
て
調
 

停
を
申
し
立
て
た
（
平
成
七
年
夙
W
ー
第
四
四
六
号
）
 

こ
と
は
知
ら
な
い
。
 

同
項
一
3
を
認
め
る
。
 

同
項
ニ
1
を
認
め
る
。
た
だ
し
、
原
告
は
一
郎
 

に
四
回
面
接
し
て
い
る
。
 

同
項
二
2
を
争
う
。
 

同
項
三
の
う
ち
、
原
告
主
張
の
調
停
条
項
で
平
 

成
一
〇
年
六
月
三
日
に
調
停
離
婚
が
成
立
し
た
こ
 

と
を
認
め
る
。
そ
の
余
は
知
ら
な
い
。
な
お
、
被
 

告
は
面
接
交
渉
の
回
数
を
三
か
月
に
一
度
と
主
張
 

し
た
の
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
譲
歩
し
た
の
で
あ
 

る。 同
項
四
の
う
ち
、
被
告
が
一
旦
は
原
告
主
張
の
 

日
時
場
所
に
お
い
て
原
告
と
一
郎
と
の
面
接
交
渉
 

を
行
う
こ
と
を
承
諾
し
た
こ
と
、
被
告
が
そ
の
当
 

日
佐
鳴
湖
公
園
に
赴
か
な
か
っ
，
た
こ
と
、
お
よ
び
 

そ
の
後
に
家
庭
裁
判
所
調
査
官
の
履
行
勧
告
が
あ
 

っ
た
も
の
の
、
被
告
が
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
 

と
を
認
め
る
。
そ
の
余
を
争
う
。
被
告
が
応
じ
な
 

か
っ
た
理
由
は
後
記
第
二
項
二
の
と
お
り
中
で
あ
 



94 判例時報1713号 

る。 同
第
三
項
一
を
争
う
。
 

同
項
二
を
争
う
。
原
告
主
張
額
は
高
き
に
失
す
 

る。 第
二
、
 

一
1
 

被
告
は
、
婚
姻
後
自
己
本
位
で
 

わ
が
ま
ま
な
原
告
に
し
ば
し
ば
悩
ま
さ
れ
て
き
 

た。 
こ
う
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
七
年
七
月
二
二
日
午
 

後
三
時
か
四
時
こ
ろ
、
原
告
と
被
告
、
 
一
郎
（
当
 

時
一
歳
五
か
月
）
の
三
人
で
自
家
用
車
で
潮
干
狩
 

り
に
行
っ
た
帰
り
、
車
を
運
転
し
て
い
た
原
告
が
 

い
き
な
り
原
告
の
実
家
に
行
こ
う
と
し
た
。
被
告
 

は
後
部
座
席
で
一
郎
を
抱
い
て
い
た
が
、
そ
の
時
 

一
郎
が
眠
そ
う
な
様
子
を
見
せ
て
い
た
こ
と
か
 

ら
、
「
い
っ
た
ん
家
に
帰
っ
て
一
郎
を
寝
か
せ
て
 

か
ら
に
し
た
ら
。
」
と
提
案
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
原
告
は
こ
れ
を
無
視
し
自
動
車
を
 

停
止
さ
せ
た
後
、
被
告
に
抱
か
れ
て
い
た
一
郎
の
 

身
体
を
手
で
掴
み
引
っ
張
っ
て
無
理
矢
理
奪
い
と
 

ろ
う
と
し
、
こ
れ
を
拒
ん
だ
被
告
の
身
体
を
自
動
 

車
の
窓
ガ
ラ
ス
に
強
く
押
し
付
け
る
等
の
暴
行
に
 

及
ん
だ
。
 

2
 

さ
ら
に
同
月
二
四
日
朝
自
宅
に
お
い
て
、
 

学
資
保
険
の
件
で
原
告
と
被
告
が
口
論
と
な
っ
た
 

際
、
原
告
は
突
然
寝
て
い
た
一
郎
を
抱
い
て
外
に
 

連
れ
出
そ
う
と
し
た
。
 

被
告
が
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
一
郎
を
抱
 

き
し
め
る
と
、
原
告
と
引
っ
張
り
合
い
に
な
り
、
 

さ
ら
に
原
告
は
被
告
を
食
器
棚
に
押
し
付
け
て
被
 

告
の
喉
の
辺
り
を
強
く
圧
迫
す
る
等
の
行
為
に
及
 

ん
だ
。
 

こ
の
た
め
、
被
告
は
一
郎
を
連
れ
て
被
告
の
実
 

家
に
帰
っ
た
。
 

3
 

そ
の
夜
、
原
告
と
そ
の
母
と
が
被
告
の
実
 

家
ま
で
赴
き
、
被
告
に
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
旨
を
 

申
し
入
れ
た
が
、
原
告
に
強
い
不
信
感
を
抱
く
に
 

至
っ
た
被
告
が
難
色
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
原
告
は
 

い
き
な
り
そ
の
場
に
い
た
一
郎
を
掴
ん
で
連
れ
帰
 

ろ
う
と
し
、
こ
れ
を
拒
む
被
告
と
の
間
で
一
郎
の
 

取
り
合
い
と
な
っ
た
。
 

原
告
と
被
告
は
し
ば
ら
く
の
間
操
み
合
い
を
続
 

け
た
が
、
 

一
郎
が
苦
し
そ
う
な
声
を
あ
げ
た
の
 

で
、
被
告
が
警
察
を
呼
ぶ
よ
う
要
請
す
る
と
、
原
 

告
は
よ
う
や
く
実
力
行
使
を
中
止
し
た
。
 

そ
の
後
、
被
告
は
原
告
の
母
親
か
ら
と
に
か
く
 

同
夜
は
一
度
帰
っ
て
欲
し
い
と
懇
願
さ
れ
た
た
 

め
、
そ
の
場
を
収
拾
す
る
た
め
一
郎
と
と
も
に
自
 

宅
に
戻
っ
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
到
底
婚
姻
生
活
を
継
 

続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
被
告
は
、
翌
 

二
五
日
に
は
そ
の
旨
を
原
告
側
に
告
げ
た
う
え
再
 

び
実
家
に
戻
り
、
以
後
別
居
す
る
こ
と
と
な
っ
 

た。 
4
 

以
上
の
と
お
り
、
原
告
と
被
告
が
別
居
お
 

よ
び
離
婚
に
至
っ
た
原
因
は
専
ら
原
告
側
に
あ
 

る。 
ま
た
、
原
告
が
一
郎
の
眼
前
で
被
告
に
暴
力
を
 

加
え
、
強
引
に
被
告
の
手
か
ら
一
郎
を
奪
い
取
ろ
 

う
と
す
る
行
動
を
繰
り
返
し
た
こ
と
か
ら
、
被
告
 

と
し
て
は
原
告
に
対
し
、
 
一
郎
を
実
力
で
奪
わ
れ
 

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
信
を
強
く
抱
く
に
至
 

り、 

】
郎
も
原
告
に
対
し
て
恐
怖
心
を
抱
い
て
い
 

る
様
子
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
今
回
の
面
接
交
渉
の
問
 

題
の
遠
因
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

ニ
1
 

平
成
一
〇
年
六
月
三
日
、
原
告
と
被
告
 

の
間
で
静
岡
家
庭
裁
判
所
浜
松
支
部
に
お
い
て
調
 

停
（
平
成
九
年
粛
W
ー
第
二
一
四
号
）
が
成
立
し
た
 

が
、
右
調
停
の
際
、
学
資
保
険
の
未
払
保
険
料
の
 

支
払
い
が
養
育
費
と
の
関
連
で
争
点
の
ー
つ
と
な
 

っ
た
。
 

結
局
、
養
育
費
の
一
部
に
代
え
て
学
資
保
険
の
 

未
払
保
険
料
金
三
〇
万
円
を
原
告
が
負
担
す
る
こ
 

と
と
な
っ
た
が
、
被
告
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
条
 

件
と
し
て
、
原
告
が
右
保
険
料
に
相
当
す
る
金
額
 

を
必
ず
被
告
の
預
金
口
座
に
振
り
込
む
こ
と
を
要
 

求
し
、
原
告
も
こ
れ
を
了
承
し
た
。
 

そ
の
実
質
的
理
由
は
、
原
告
が
直
接
保
険
料
を
 

郵
便
局
に
払
い
込
ん
だ
場
合
に
は
、
満
期
返
戻
金
 

を
受
領
す
る
際
に
贈
与
税
ま
た
は
一
時
所
得
に
よ
 

る
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
被
告
 

自
身
が
払
い
込
ん
だ
場
合
と
比
べ
て
不
利
益
と
な
 

る
と
の
話
が
調
停
で
問
題
と
な
っ
た
た
め
で
あ
 

る。 被
告
と
し
て
は
、
こ
の
点
は
養
育
費
の
支
払
い
 

に
関
し
て
譲
歩
し
た
経
緯
も
あ
り
、
絶
対
に
譲
る
 

こ
と
の
で
き
な
い
事
項
で
あ
っ
た
。
 

そ
こ
で
、
前
記
調
停
が
成
立
し
、
調
停
条
項
を
 

読
み
上
げ
確
認
が
な
さ
れ
た
と
き
、
担
当
書
記
官
 

は
、
原
告
に
お
い
て
右
未
払
保
険
料
を
被
告
名
義
 

の
預
金
口
座
に
振
り
込
む
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
 

し
、
関
係
者
全
員
も
こ
れ
を
確
認
し
た
。
 

2
 

そ
の
後
、
被
告
は
原
告
か
ら
の
申
入
れ
に
 

従
い
、
平
成
一
〇
年
七
月
三
〇
日
午
前
九
時
三
〇
 

分
か
ら
佐
鳴
湖
公
園
に
お
い
て
原
告
と
一
郎
の
面
 

接
交
渉
を
行
う
こ
と
を
承
諾
し
、
代
理
人
を
通
じ
 

て
そ
の
旨
を
原
告
に
伝
え
た
。
 

3
 

と
こ
ろ
が
、
原
告
は
調
停
に
お
け
る
前
記
 

の
約
東
に
反
し
、
前
記
学
資
保
険
に
つ
き
所
持
し
 

て
い
た
保
険
証
書
を
利
用
し
て
、
平
成
一
〇
年
六
 

月
一
〇
日
こ
ろ
未
払
保
険
料
金
三
〇
万
円
を
直
接
 

郵
便
局
に
払
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
被
 

告
に
は
直
接
送
金
し
た
く
な
い
と
い
う
原
告
の
こ
 

だ
わ
り
に
基
づ
く
行
為
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
 

一
方
、
被
告
は
同
年
七
月
中
旬
こ
ろ
右
事
実
を
 

知
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
調
停
調
書
を
確
認
し
 

た
と
こ
ろ
、
右
調
書
の
調
停
条
項
に
は
未
払
保
険
 

料
を
被
告
宛
送
金
す
べ
き
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
な
 

い
こ
と
に
気
付
い
た
。
な
ぜ
明
記
さ
れ
て
い
な
い
 

の
か
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
 

4
 
被
告
は
前
記
別
居
に
至
る
事
情
よ
り
原
告
 

に
対
し
て
抜
き
難
い
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
 

も
あ
っ
て
、
原
告
の
約
東
違
反
の
行
為
に
強
く
立
 

腹
し
、
同
人
が
約
束
を
守
ら
な
い
限
り
面
接
交
渉
 

に
は
応
じ
な
い
旨
を
事
前
に
代
理
人
に
伝
え
、
前
 

記
面
接
交
渉
の
期
日
に
は
佐
鳴
湖
に
赴
か
な
か
っ
 

た。 
5
 

そ
の
後
、
静
岡
家
庭
裁
判
所
浜
松
支
部
の
 

家
庭
裁
判
所
調
査
官
か
ら
被
告
に
対
し
、
家
庭
裁
 

判
所
に
出
頭
す
る
こ
と
、
面
接
交
渉
を
実
施
す
る
 

こ
と
等
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
が
、
被
告
は
こ
の
件
 

に
つ
い
て
は
弁
護
士
の
方
に
話
し
て
あ
る
旨
を
調
 

査
官
に
伝
え
、
勧
告
に
は
応
じ
な
か
っ
た
。
 

被
告
と
し
て
は
、
 
一
方
的
に
調
停
で
の
約
束
を
 

破
っ
た
の
が
原
告
で
あ
る
以
上
、
原
告
の
側
で
も
 

き
ち
ん
と
右
約
束
を
履
行
し
な
い
限
り
面
接
交
渉
 

に
応
じ
る
義
務
は
な
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
 

6
 

以
上
の
と
お
り
、
被
告
が
面
接
交
渉
を
拒
 

否
し
た
こ
と
は
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
い
う
べ
き
 

で
あ
る
。
 

因
 
証
拠
△
略
V
 

【
理
由
】
 

第
一
、
 

一 

以
下
の
事
実
は
当
事
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者
間
に
争
い
が
な
い
。
 

1
 

原
告
と
被
告
は
平
成
四
年
一
一
月
四
日
婚
 

姻
し
た
夫
婦
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
〇
年
六
月
三
 

日
調
停
離
婚
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

2
 

原
告
と
被
告
の
間
に
は
平
成
六
年
一
月
一
一
 

八
日
長
男
乙
山
一
郎
が
産
ま
れ
た
が
、
離
婚
後
は
 

親
権
者
は
被
告
と
定
め
ら
れ
、
被
告
が
監
護
養
育
 

し
て
い
る
こ
と
。
 

二
1
 

原
告
と
被
告
は
、
婚
姻
中
、
 
一
郎
と
と
 

も
に
浜
松
市
内
の
丙
川
団
地
に
居
住
し
て
い
た
 

が
、
平
成
七
年
七
月
二
五
日
被
告
が
肩
書
住
所
地
 

の
実
家
に
帰
っ
た
後
、
別
居
状
態
と
な
っ
た
こ
 

と。 
2
日
 
被
告
が
平
成
七
年
八
月
静
岡
家
庭
裁
判
 

所
浜
松
支
部
に
原
告
と
の
離
婚
を
求
め
て
夫
婦
関
 

係
調
整
の
調
停
を
申
し
立
て
た
が
（
平
成
七
年
 

風W
ー
第
四
一
一
一
九
号
）
、
不
調
に
よ
っ
て
終
了
し
た
 

こ
と
。
 

口
 
ま
た
、
平
成
七
年
一
二
月
こ
ろ
、
原
告
よ
 

り
同
支
部
に
対
し
被
告
を
相
手
方
と
し
て
、
 
一
郎
 

と
の
面
接
交
渉
を
求
め
て
調
停
を
申
し
立
て
た
が
 

（
平
成
七
年
粛
W
ー
第
六
九
一
号
）
、
結
局
平
成
八
 

年
七
月
九
日
不
調
に
帰
し
た
こ
と
。
 

3
日
 
被
告
が
平
成
八
年
七
月
一
七
日
原
告
を
 

相
手
方
と
し
て
静
岡
地
方
裁
判
所
浜
松
支
部
に
離
 

婚
等
請
求
訴
訟
を
提
起
し
（
平
成
八
年
倒
第
二
一
 

号
）
、
和
解
等
を
経
て
再
び
調
停
に
付
さ
れ
（
平
 

成
九
年
商
）
ー
第
二
一
四
号
）
た
こ
と
。
 

口
 
そ
の
結
果
、
平
成
一
〇
年
六
月
三
日
、
 

「
被
告
は
原
告
に
対
し
、
 
一
郎
と
二
か
月
に
一
 

回、 

一
回
に
つ
き
二
時
間
程
度
面
接
す
る
こ
と
を
 

認
め
、
原
告
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
日
時
、
場
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所
、
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
被
 

告
は
子
の
面
接
交
渉
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
 

誠
意
を
持
っ
て
こ
れ
に
あ
た
る
。
な
お
、
面
接
場
 

所
に
つ
い
て
は
、
子
の
意
思
を
尊
重
す
る
。
」
 
と
 

の
調
停
条
項
を
含
ん
で
原
告
と
被
告
と
の
間
に
調
 

停
離
婚
が
成
立
し
た
こ
と
。
 

三
1
 

右
調
停
成
立
後
、
原
告
と
被
告
と
の
間
 

に
原
告
の
一
郎
と
の
面
接
交
渉
に
つ
い
て
、
平
成
 

一
〇
年
七
月
三
〇
日
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
、
浜
 

松
市
内
の
佐
鳴
湖
公
園
で
実
施
す
る
と
の
協
議
が
 

成
立
し
た
こ
と
、
し
か
し
、
原
告
が
そ
の
時
刻
に
 

右
公
園
に
出
向
い
た
も
の
の
、
被
告
は
現
れ
な
か
 

っ
た
こ
と
0
 

2
 

そ
の
後
、
原
告
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
家
 

庭
裁
判
所
調
査
官
か
ら
被
告
に
対
し
履
行
勧
告
が
 

な
さ
れ
た
が
、
被
告
は
こ
れ
に
も
応
じ
な
か
っ
た
 

こ
と
。
 

第
二
、
 

一
1
 

と
こ
ろ
で
、
家
族
の
社
会
生
活
 

に
お
け
る
意
義
を
見
る
に
、
テ
ン
ニ
ー
ス
と
い
う
 

学
者
は
、
社
会
を
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
共
同
社
 

会
）
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
利
益
社
会
）
と
に
分
 

け
て
い
る
。
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
は
会
社
と
か
学
 

校
と
か
組
合
の
よ
う
に
、
人
が
あ
る
目
的
の
た
め
 

に
結
び
合
う
社
会
の
こ
と
で
、
そ
こ
で
は
人
々
は
 

そ
の
目
的
の
た
め
に
結
び
付
く
の
で
あ
っ
て
、
 
一 

面
的
で
あ
る
。
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
は
村
落
と
 

か
、
家
庭
の
よ
う
に
人
々
が
そ
れ
自
体
で
結
び
付
 

き
、
無
目
的
に
結
合
し
て
い
る
社
会
で
、
そ
こ
で
 

は
全
人
格
的
に
人
々
は
結
び
付
く
。
そ
の
典
型
は
 

家
庭
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

家
庭
は
、
も
と
も
と
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
果
た
 

し
て
き
た
。
生
殖
は
勿
論
、
生
産
も
教
育
も
娯
楽
 

も
全
て
人
々
は
家
庭
に
求
め
、
そ
う
す
る
こ
と
で
 

落
ち
着
き
を
感
じ
と
っ
て
き
た
。
安
楽
の
地
が
家
 

庭
で
あ
り
、
人
々
は
家
庭
に
安
住
し
て
い
る
だ
け
 

で
充
分
生
活
し
て
い
け
た
。
 

し
か
し
、
資
本
主
義
社
会
が
発
達
し
て
人
々
の
 

分
業
が
進
み
、
多
く
の
人
が
都
会
に
居
を
構
え
る
 

よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
そ
の
よ
う
な
機
能
は
ほ
と
 

ん
ど
が
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
奪
わ
れ
、
家
庭
は
生
 

殖
と
睡
眠
と
か
い
っ
た
数
少
な
い
機
能
し
か
果
た
 

し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
要
 

求
は
次
第
次
第
に
家
庭
と
い
う
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
 

ト
に
対
し
て
強
く
迫
り
、
 
人
々
は
休
息
の
場
さ
え
 

奪
わ
れ
兼
ね
な
い
。
家
庭
は
構
造
的
に
も
夫
婦
と
 

未
成
年
の
子
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
わ
 

ゆ
る
核
家
族
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
と
き
と
す
 

れ
ば
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
要
求
に
抗
し
切
れ
な
い
 

場
面
す
ら
あ
る
。
 

し
か
し
、
家
庭
の
果
た
す
役
割
は
や
は
り
重
要
 

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
 

ト
の
場
で
い
ろ
ん
な
働
き
を
し
て
、
精
神
的
に
も
 

肉
体
的
に
も
疲
れ
切
っ
た
人
々
は
や
は
り
そ
の
休
 

養
を
家
庭
に
求
め
る
の
で
あ
り
、
憩
い
の
場
、
慰
 

め
の
場
、
思
い
や
り
の
場
、
人
間
ら
し
さ
を
取
り
 

戻
す
場
は
家
庭
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。
人
間
 

は
、
所
詮
個
々
と
し
て
は
一
人
の
人
間
だ
け
で
は
 

と
て
も
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
の
人
生
に
お
い
て
 

困
窮
し
た
時
、
疲
れ
切
っ
た
時
、
難
関
に
直
面
し
 

た
時
、
や
は
り
身
近
に
話
し
合
い
や
慰
め
の
場
を
 

持
ち
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
最
後
の
 

砦
が
家
庭
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
 

2
 

右
家
族
の
中
で
産
ま
れ
た
子
の
観
点
か
ら
 

検
討
す
る
に
、
ま
ず
、
右
家
族
の
中
で
生
命
を
与
 

え
ら
れ
た
子
に
と
っ
て
は
そ
れ
は
運
命
で
あ
る
と
 

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

家
庭
は
未
成
熟
の
子
を
独
立
し
た
一
個
の
人
格
 

者
と
し
て
、
い
わ
ば
社
会
人
と
し
て
送
り
出
す
ま
 

で
の
養
育
の
場
で
も
あ
る
。
人
が
生
ま
れ
落
ち
て
 

与
え
ら
れ
る
環
境
は
先
ず
真
っ
先
に
家
庭
で
あ
 

り
、
子
供
に
と
っ
て
そ
こ
に
選
択
の
余
地
は
な
い
 

の
で
あ
る
。
 

し
か
る
に
、
長
ず
る
に
及
ん
で
一
個
独
立
社
会
 

人
と
し
て
世
に
出
る
ま
で
、
長
い
期
間
を
要
し
、
 

そ
の
間
家
庭
で
父
母
の
監
護
教
育
の
下
に
お
か
れ
 

る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
家
庭
の
持
つ
意
義
は
大
 

き
い
。
 

人
間
は
本
能
を
忘
れ
た
動
物
で
あ
る
と
い
う
説
 

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
に
は
本
能
に
代
わ
 

る
行
動
パ
タ
ー
ン
が
必
要
と
な
り
、
自
我
を
養
成
 

し
て
そ
の
自
己
規
定
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
。
そ
 

の
た
め
、
す
な
わ
ち
、
社
会
的
に
独
立
し
、
主
体
 

性
を
持
っ
た
人
格
を
持
つ
に
は
人
間
は
約
二
〇
年
 

も
の
長
期
間
を
要
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
 

て
、
幼
児
の
と
き
に
母
親
な
い
し
父
親
の
肌
で
触
 

れ
合
う
感
触
が
、
人
間
と
し
て
の
優
し
さ
、
思
い
 

や
り
な
ど
、
後
々
の
人
格
形
成
に
大
い
に
必
要
 

な
、
か
つ
不
可
欠
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
 

も
、
そ
れ
は
幼
児
期
と
い
う
時
期
を
失
し
て
は
も
 

は
や
代
わ
る
べ
き
体
験
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
 

る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
体
験
は
不
可
遡
及
的
な
も
 

の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
担
う
役
割
は
、
や
は
り
 

生
み
の
母
親
を
先
ず
お
い
て
他
に
は
求
め
ら
れ
な
 

い
 。

 つ
ぎ
に
、
外
部
か
ら
の
社
会
的
規
範
な
ど
、
 

様
々
な
社
会
生
活
を
し
て
い
く
う
え
で
準
拠
す
べ
 

き
ル
ー
ル
や
生
き
方
の
方
法
な
ど
を
家
庭
に
持
ち
 

込
み
、
こ
れ
を
内
面
化
す
る
役
割
を
主
と
し
て
父
 

親
は
担
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
れ
ら
の
作
用
は
、
夫
婦
の
協
力
に
よ
っ
て
も
 

醜
鰯
 

ー
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た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
夫
婦
間
の
相
互
 

理
解
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
仲
睦
ま
じ
さ
が
、
子
 

供
に
と
っ
て
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
 

二
 

右
の
よ
う
な
役
割
を
民
法
は
親
権
と
称
し
 

て
第
八
一
八
条
な
い
し
第
八
三
七
条
に
こ
れ
に
関
 

す
る
規
定
を
設
け
、
原
則
と
し
て
親
権
は
父
母
が
 

共
同
し
て
こ
れ
を
行
う
と
定
め
、
そ
の
具
体
的
内
 

容
を
財
産
管
理
権
の
他
、
子
供
の
朕
や
教
育
を
は
 

じ
め
子
の
回
り
の
世
話
な
ど
子
の
全
生
活
に
亘
り
 

監
護
教
育
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
 

親
の
権
利
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
ず
子
の
福
祉
を
 

念
頭
に
お
い
て
行
使
す
べ
き
と
こ
ろ
か
ら
義
務
と
 

も
い
え
る
の
で
あ
る
（
民
法
第
八
一
八
条
第
一
項
 

な
い
し
第
三
項
）
。
 

こ
と
に
、
前
記
一
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
典
型
 

的
な
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
 

の
基
底
的
集
団
と
し
て
、
家
族
は
全
人
格
的
に
付
 

き
合
う
も
の
で
あ
っ
て
、
人
は
こ
う
し
た
家
庭
で
 

お
よ
そ
成
人
に
至
る
ま
で
の
長
期
間
育
成
さ
れ
る
 

も
の
で
あ
り
、
成
人
し
て
出
て
い
く
社
会
に
も
社
 

会
的
法
則
や
倫
理
を
遵
守
す
る
と
か
の
父
性
的
原
 

理
に
基
く
も
の
や
思
い
や
り
な
ど
他
人
と
共
感
し
 

て
生
活
す
る
な
ど
母
性
的
原
理
に
基
く
も
の
の
双
 

方
を
必
要
と
し
、
未
成
熟
の
子
に
対
す
る
父
親
と
 

し
て
の
役
割
、
母
親
と
し
て
の
役
割
を
考
慮
す
れ
 

ば
、
つ
ぎ
の
時
代
を
担
う
人
間
を
育
成
す
る
場
と
 

し
て
親
権
は
親
の
権
利
性
を
そ
う
強
調
し
て
論
ず
 

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
子
の
福
祉
の
観
点
 

か
ら
そ
の
義
務
性
を
そ
う
軽
々
し
く
論
ず
べ
き
も
 

の
で
は
な
く
、
父
と
母
の
共
同
し
て
親
権
を
行
う
 

こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
 

こ
ろ
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
両
親
の
離
婚
と
い
う
現
象
は
場
合
 

に
よ
っ
て
は
親
た
る
夫
婦
間
に
し
て
み
れ
ば
避
け
 

ら
れ
な
い
現
象
で
は
あ
る
が
、
右
離
婚
と
い
う
現
 

象
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
子
に
と
っ
て
は
そ
の
後
は
 

欠
損
家
庭
に
生
き
る
と
い
う
不
幸
な
出
来
事
と
い
 

う
べ
き
一
面
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
子
に
と
っ
 

て
み
れ
ば
、
父
と
子
、
母
と
子
と
い
う
親
子
の
関
 

係
そ
れ
自
体
は
生
涯
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
運
 

命
的
な
も
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
親
権
の
具
体
的
内
容
た
る
監
 

護
教
育
す
る
権
利
は
、
ど
ち
ら
か
の
親
権
者
の
手
 

に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
（
民
法
第
八
 

一
九
条
第
一
項
な
い
し
第
六
項
）
。
す
な
わ
ち
、
 

他
方
の
親
権
は
そ
の
行
使
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
 

な
る
。
 

か
く
て
、
子
と
の
面
接
交
渉
権
は
、
親
子
と
い
 

う
身
分
関
係
か
ら
当
然
に
発
生
す
る
自
然
権
で
あ
 

る
親
権
に
基
き
、
こ
れ
が
停
止
さ
れ
た
場
合
に
、
 

監
護
に
関
連
す
る
権
利
と
し
て
構
成
さ
れ
る
も
の
 

と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
親
と
し
て
の
情
愛
を
基
 

礎
と
し
、
子
の
福
祉
の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
 

も
の
で
あ
る
。
 

第
三
、
 

一 

と
こ
ろ
で
、
原
告
は
つ
ぎ
の
と
お
 

り
供
述
す
る
（
△
証
拠
略
V

に
よ
る
）
。
 

1
日
 
原
告
と
被
告
は
昭
和
六
〇
年
こ
ろ
ス
キ
 

ー
同
好
会
で
知
り
合
い
、
交
際
す
る
う
ち
、
平
成
 

四
年
五
月
原
告
の
方
よ
り
結
婚
の
申
し
込
み
を
行
 

い
、
被
告
の
承
諾
を
得
、
双
方
と
も
相
手
の
両
親
 

と
は
同
居
で
き
な
い
こ
と
を
了
解
し
合
い
、
平
成
 

四
年
一
一
月
四
日
婚
姻
す
る
に
至
っ
た
が
、
 

口
 
原
告
の
実
家
の
近
所
に
伯
母
が
住
ん
で
い
 

た
空
き
家
を
利
用
し
て
新
居
と
す
る
原
告
の
希
望
 

も
、
原
告
の
親
族
と
の
仲
が
悪
く
な
る
懸
念
か
ら
 

ア
パ
ー
ト
に
住
み
た
い
と
い
う
被
告
の
反
対
に
遭
 

っ
て
実
現
せ
ず
、
ア
パ
ー
ト
に
住
む
こ
と
に
な
っ
 

た、 
日
 
被
告
は
、
何
か
と
い
え
ば
「
じ
ゃ
あ
、
私
 

と
結
婚
す
る
気
は
な
か
っ
た
の
ね
。
」
と
か
、
「
別
 

れ
る
の
ね
。
」
と
か
極
論
を
吐
き
、
深
夜
突
然
起
 

き
あ
が
り
、
「
お
前
、
俺
が
ど
ん
な
に
辛
い
か
判
 

る
か
。
」
な
ど
と
言
う
と
そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま
い
、
 

翌
日
は
何
も
な
か
っ
た
よ
う
な
表
情
を
す
る
こ
と
 

が
あ
っ
た
、
 

四
 
平
成
五
年
に
入
る
と
こ
れ
ま
で
す
ぐ
れ
な
 

か
っ
た
原
告
の
健
康
も
回
復
し
、
原
告
と
被
告
は
 

ス
キ
ー
を
楽
し
む
な
ど
し
、
被
告
も
同
年
四
月
上
 

旬
か
ら
パ
ー
ト
勤
め
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
原
告
 

も
休
日
に
は
掃
除
、
洗
濯
、
タ
食
の
支
度
な
ど
の
 

家
事
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
年
四
月
 

被
告
は
深
夜
黙
っ
て
起
き
あ
が
り
車
で
ど
こ
か
へ
 

出
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
、
 

国
 
原
告
は
そ
の
所
有
の
車
二
台
を
ア
パ
ー
ト
 

の
駐
車
場
に
置
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
管
理
人
よ
り
 

苦
情
を
言
わ
れ
て
一
台
を
そ
の
実
家
に
置
く
こ
と
 

に
し
た
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
被
告
は
激
怒
し
て
口
 

論
と
な
り
午
後
一
一
時
こ
ろ
そ
の
車
を
取
り
に
行
 

く
と
言
っ
て
出
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
、
 

因
 
同
年
八
月
こ
ろ
被
告
の
妊
娠
を
知
っ
た
原
 

告
は
、
重
い
も
の
は
持
っ
て
あ
げ
た
り
、
買
い
物
 

に
一
緒
に
行
く
な
ど
一
段
と
被
告
に
協
力
す
る
よ
 

う
に
な
っ
た
、
 

一
一
月
中
旬
に
は
被
告
も
パ
ー
ト
 

を
辞
め
た
、
 

旧
 
平
成
六
年
一
月
二
八
日
被
告
は
長
男
一
郎
 

を
出
産
し
た
、
う
れ
し
く
な
っ
た
原
告
は
毎
日
の
 

よ
う
に
被
告
の
実
家
を
尋
ね
、
被
告
と
一
郎
に
会
 

い、 

一
郎
の
入
浴
や
お
む
つ
の
交
換
等
被
告
に
協
 

力
し
た
、
 

囚
 
原
告
ら
は
同
年
九
月
三
日
丙
川
団
地
な
る
 

所
に
引
っ
越
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
よ
り
被
告
は
次
 

第
に
情
緒
不
安
定
と
な
り
、
原
告
が
銭
灸
接
骨
院
 

に
出
か
け
て
も
被
告
は
原
告
の
実
家
に
行
っ
て
い
 

る
と
邪
推
し
て
不
機
嫌
と
な
り
、
原
告
に
一
郎
を
 

抱
か
せ
な
く
な
っ
て
き
た
、
ロ
論
と
な
る
と
、
被
 

告
は
、
「
あ
ん
た
な
ん
か
に
育
て
ら
れ
た
ら
ろ
く
 

な
も
ん
に
な
ら
な
い
。
私
が
ア
パ
ー
ト
で
一
人
で
 

育
て
る
。
あ
ん
た
な
ん
か
の
世
話
に
は
な
ら
な
 

い
。
」
、
「
じ
ゃ
あ
、
別
れ
る
の
ね
。
」
 
な
ど
と
暴
言
 

を
吐
く
始
末
と
な
り
、
 

因
 
同
年
一
〇
月
二
四
日
こ
ろ
に
は
被
告
は
実
 

家
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ
し
て
、
市
役
所
の
生
 

活
相
談
課
に
お
い
て
同
年
】
一
月
四
日
原
告
は
被
 

告
と
つ
ぎ
の
話
し
合
い
を
し
た
、
 

く、 

m
 
互
い
に
実
家
に
行
く
と
き
は
一
緒
に
行
 

一
人
で
行
っ
た
と
き
は
必
ず
報
告
す
る
、
 

回
 
被
告
は
預
金
通
帳
や
保
険
証
書
を
実
家
 

に
預
け
て
い
た
し
、
家
計
の
収
支
を
明
か
さ
な
い
 

の
で
、
右
証
書
は
自
宅
に
保
管
す
る
こ
と
、
家
計
 

簿
を
原
告
に
示
す
こ
と
、
 

同
 
被
告
は
通
帳
を
使
い
、
原
告
は
キ
ャ
ッ
 

シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
預
金
の
払
戻
を
す
る
、
原
 

告
が
婚
姻
前
か
ら
預
金
よ
り
小
遣
い
の
取
崩
し
を
 

し
て
い
た
の
で
、
右
の
分
金
八
〇
万
円
を
被
告
は
 

原
告
に
返
還
す
る
、
 

同
 
平
成
七
年
三
月
こ
ろ
か
ら
は
原
告
は
帰
宅
 

す
る
と
一
郎
を
抱
い
て
近
所
の
散
歩
を
楽
し
み
、
 

帰
宅
時
に
は
玄
関
ま
で
一
郎
が
原
告
を
出
迎
え
、
 

出
勤
時
に
は
被
告
と
一
郎
が
見
送
る
毎
日
で
あ
っ
 

た
が
、
同
年
五
月
一
四
日
の
母
の
日
に
両
家
の
母
 

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
い
く
際
、
被
告
は
必
ず
 

自
己
の
実
家
を
優
先
さ
せ
よ
う
と
し
て
怒
っ
た
こ
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と
が
あ
る
、
 

口
 
平
成
七
年
七
月
二
二
日
に
は
、
貝
が
た
く
 

さ
ん
採
れ
た
の
で
、
実
家
に
寄
っ
て
あ
げ
よ
う
と
 

思
っ
た
が
、
道
中
、
被
告
が
突
然
、
「
ど
こ
に
行
 

く
の
よ
。
」
と
言
っ
た
の
で
わ
け
を
話
す
と
、
被
 

告
は
怒
り
だ
し
、
実
家
に
寄
る
の
な
ら
被
告
と
一
 

郎
を
自
宅
に
降
ろ
し
て
か
ら
一
人
で
行
っ
て
く
れ
 

と
言
う
の
で
あ
る
、
原
告
が
、
「
貝
を
渡
す
だ
け
 

で
す
ぐ
帰
る
か
ら
。
」
と
弁
解
し
て
も
、
被
告
は
、
 

「
ど
う
し
て
も
実
家
に
寄
っ
て
い
く
の
な
ら
車
か
 

ら
降
り
る
か
ら
、
車
を
停
め
て
ほ
し
い
。
」
と
言
 

う
の
で
原
告
が
車
を
停
止
さ
せ
る
と
、
被
告
は
寝
 

て
い
た
一
郎
を
連
れ
て
車
か
ら
降
り
よ
う
と
す
る
 

の
で
、
原
告
に
お
い
て
一
郎
を
抱
き
取
ろ
う
と
し
 

た
が
、
同
人
が
泣
き
出
し
た
の
で
こ
れ
を
止
し
、
 

結
局
原
告
は
実
家
に
寄
ら
ず
に
自
宅
に
帰
宅
し
 

た、 目
 
そ
の
翌
日
、
被
告
は
午
後
七
時
過
ぎ
ま
で
 

帰
宅
せ
ず
、
帰
っ
て
も
一
郎
を
連
れ
て
勝
手
に
食
 

事
を
し
、
風
呂
に
入
り
、
別
の
部
屋
に
布
団
を
敷
 

い
て
寝
て
し
ま
う
始
末
で
あ
り
、
そ
の
翌
々
日
も
 

同
様
で
あ
っ
た
、
 

目
 
原
告
は
か
ね
て
よ
り
被
告
が
返
す
と
言

っ 

て
い
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
捜
し
て
い
る
う
 

ち
、
お
む
つ
袋
か
ら
金
四
〇
万
円
を
見
付
け
た
の
 

で
、
同
年
七
月
二
四
日
被
告
に
そ
の
使
途
を
問
い
 

質
し
た
と
こ
ろ
、
半
分
は
自
分
に
権
利
が
あ
る
の
 

で
言
う
必
要
は
な
い
と
い
う
被
告
の
け
ん
も
ほ
ろ
 

ろ
の
返
答
で
あ
っ
た
う
え
、
 
一
郎
が
起
き
あ
が
っ
 

て
来
た
の
で
原
告
が
抱
き
あ
げ
る
と
、
被
告
は
 

「
キ
ャ
ー
」
と
言
っ
て
飛
び
か
か
っ
て
き
て
一
郎
 

を
奪
い
返
そ
う
と
し
た
、
 
一
郎
は
泣
き
だ
し
被
告
 

は
半
狂
乱
の
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
原
告
は
一
郎
 

を
離
し
た
、
原
告
は
心
配
に
な
り
、
両
方
の
親
に
 

来
て
く
れ
る
よ
う
電
話
を
入
れ
て
お
い
た
、
 

同
 
当
日
、
原
告
が
帰
宅
す
る
と
メ
モ
が
あ
り
 

被
告
が
一
郎
を
連
れ
て
実
家
に
帰
っ
た
模
様
な
の
 

で
、
原
告
は
母
を
呼
出
し
、
二
人
し
て
被
告
の
実
 

家
に
赴
き
、
被
告
を
説
得
し
て
一
応
は
帰
宅
さ
せ
 

た。 同
 
し
か
し
、
翌
二
五
日
原
告
が
帰
宅
す
る
 

と
、
「
考
え
さ
せ
て
下
さ
い
。
」
と
し
た
た
め
た
被
 

告
の
メ
モ
が
あ
り
、
被
告
は
預
金
通
帳
や
写
真
等
 

を
持
出
し
て
一
郎
と
と
も
に
実
家
に
戻
っ
て
し
ま
 

っ
た
、
 

目
 
同
年
七
月
二
八
日
原
告
は
被
告
の
実
家
に
 

出
向
い
た
が
、
被
告
の
母
に
鍵
や
家
中
の
カ
ー
テ
 

ン
を
閉
め
ら
れ
、
原
告
は
や
む
な
く
叔
父
に
仲
介
 

を
頼
ん
だ
が
効
を
奏
し
な
か
っ
た
、
 

2
日
 
右
被
告
の
別
居
後
の
双
方
か
ら
提
起
さ
 

れ
た
調
停
の
経
過
は
第
一
項
二
2
な
い
し
4
記
載
 

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
面
接
交
渉
調
停
事
件
の
係
 

属
中
の
平
成
八
年
二
月
二
日
に
は
原
告
の
不
在
 

中
、
ド
ア
の
鍵
を
壊
さ
れ
、
被
告
に
荷
物
を
無
断
 

で
持
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
 

口
 
ま
た
、
同
年
二
月
六
日
の
調
停
の
席
上
、
 

六
ケ
月
ぶ
り
に
一
郎
に
会
っ
た
原
告
に
は
、
 
一
郎
 

の
方
か
ら
忘
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
被
告
は
一
 

郎
を
抱
い
た
ま
ま
で
虚
し
い
表
情
を
見
せ
、
原
告
 

が
持
参
し
た
車
の
玩
具
を
手
渡
す
の
に
も
一
五
分
 

を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
 

日
 
さ
ら
に
、
平
成
九
年
九
月
一
八
日
の
調
停
 

の
席
上
で
は
、
被
告
は
一
郎
に
原
告
が
父
親
で
あ
 

る
こ
と
も
告
げ
ず
に
原
告
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
 

と
し
た
車
の
玩
具
に
対
し
て
も
、
被
告
は
、
「
知
 

ら
な
い
人
か
ら
も
の
を
も
ら
っ
て
は
い
け
な
い
。
」
 

と
一
郎
を
た
し
な
め
る
始
末
で
あ
っ
た
、
 

四
 
同
年
一
〇
月
一
三
日
の
調
停
の
席
上
で
 

は
、
原
告
が
父
親
で
あ
る
と
一
郎
に
告
げ
る
と
被
 

告
は
泣
き
出
し
た
た
め
、
 
一
郎
が
動
揺
す
る
始
末
 

で
あ
っ
た
、
 

3
日
m
 
調
停
成
立
後
、
原
告
は
未
払
保
険
料
 

の
う
ち
、
金
三
〇
万
円
を
平
成
一
〇
年
六
月
一
〇
 

日
払
い
込
み
、
保
険
証
書
と
保
険
料
領
収
帳
、
保
 

険
契
約
者
承
継
請
求
書
を
代
理
人
に
託
し
、
相
手
 

方
代
理
人
に
渡
し
て
貰
っ
た
、
 

②
 
原
告
と
し
て
は
、
右
を
早
く
履
行
し
、
 

一
郎
と
の
面
接
交
渉
を
で
き
る
だ
け
早
く
実
現
し
 

て
貰
い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
 

口
 
し
か
し
な
が
ら
、
面
接
交
渉
の
日
に
は
被
 

告
は
一
郎
を
連
れ
て
現
れ
な
か
っ
た
、
 

目
 
そ
こ
で
、
原
告
は
家
庭
裁
判
所
調
査
官
を
 

通
じ
て
履
行
の
勧
告
を
し
て
貰
っ
た
が
、
結
局
面
 

接
交
渉
は
実
現
し
な
か
っ
た
、
 

二
 

右
に
対
し
て
、
被
告
は
つ
ぎ
の
と
お
り
供
 

述
す
る
（
〈
証
拠
略
V

に
よ
る
）
。
 

1
日
 
原
告
と
被
告
は
ス
キ
ー
同
好
会
で
知
り
 

合
い
、
交
際
を
重
ね
る
う
ち
平
成
四
年
六
月
に
は
 

婚
約
す
る
に
至
っ
た
が
、
原
告
は
次
男
で
あ
り
、
 

被
告
は
一
人
娘
で
あ
っ
た
の
で
、
被
告
と
し
て
は
 

ゆ
く
ゆ
く
は
両
親
と
同
居
し
た
い
希
望
を
持
っ
て
 

い
た
が
、
原
告
が
そ
れ
を
望
ま
ず
、
当
面
は
別
居
 

し
て
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
、
 

口
 
原
告
と
の
婚
姻
生
活
は
、
当
初
か
ら
順
調
 

と
は
い
い
難
く
、
原
告
は
用
事
が
な
い
限
り
被
告
 

に
話
し
か
け
る
こ
と
は
滅
多
に
な
か
っ
た
、
ま
 

た
、
原
告
は
足
繁
く
そ
の
実
家
に
通
い
、
些
細
な
 

こ
と
で
ロ
論
と
な
る
と
一
人
で
実
家
に
帰
り
泊
ま
 

っ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
、
被
告
は
 

原
告
に
対
し
、
原
告
が
婚
姻
後
も
母
親
か
ら
離
れ
 

よ
う
と
し
な
い
の
で
、
「
た
と
え
夫
婦
喧
嘩
が
あ
 

っ
て
も
そ
れ
は
二
人
の
こ
と
だ
か
ら
、
い
ち
い
ち
 

実
家
に
帰
ら
な
い
で
。
」
と
特
ん
で
も
、
原
告
は
 

一
層
不
機
嫌
に
な
っ
た
、
 

目
 
原
告
は
被
告
に
対
し
、
「
お
前
と
結
婚
す
 

る
た
め
に
何
円
つ
か
っ
た
。
」
、
「
旅
行
に
も
連
れ
 

て
い
っ
て
や
っ
た
。
」
、
「
お
前
に
た
だ
飯
を
喰
わ
 

せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
働
け
、
働
け
。
」
、
 

「
こ
の
家
は
俺
の
家
だ
。
敷
金
、
礼
金
を
払
っ
た
 

の
は
俺
だ
。
お
前
は
出
て
い
け
。
」
、
「
お
前
と
結
 

婚
す
る
気
は
な
か
っ
た
。
お
前
が
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
 

後
を
つ
い
て
来
る
か
ら
、
お
前
と
結
婚
し
た
の
 

だ
。
」
と
い
う
嫌
が
ら
せ
の
言
葉
を
吐
き
、
興
奮
 

す
る
と
、
「
て
め
え
、
俺
を
な
め
ん
な
よ
。
」
等
と
 

や
く
ざ
ま
が
い
の
言
動
を
し
、
「
お
前
は
最
低
の
 

女
だ
。
」
と
侮
辱
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
、
 

四
 
ま
た
、
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
 

被
告
の
バ
ッ
グ
か
ら
被
告
の
使
っ
て
い
る
車
の
キ
 

ー
を
持
出
、
そ
の
車
で
実
家
に
帰
る
こ
と
が
あ
っ
 

た
、
被
告
が
翌
日
の
出
勤
に
差
し
支
え
る
か
ら
返
 

し
て
欲
し
い
と
言
う
と
、
「
俺
の
車
だ
か
ら
ど
う
 

し
よ
う
と
勝
手
だ
。
」
、
「
車
が
欲
し
け
れ
ば
、
自
 

分
で
取
り
に
行
け
。
」
と
息
巻
き
、
被
告
は
や
む
 

を
得
ず
深
夜
に
徒
歩
で
原
告
の
実
家
ま
で
車
を
取
 

り
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
、
 

国
 
平
成
六
年
一
月
に
長
男
一
郎
が
産
ま
れ
た
 

が
、
原
告
は
一
郎
に
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
が
、
 

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
と
常
に
そ
の
こ
と
 

を
一
郎
の
こ
と
よ
り
も
優
先
し
た
、
原
告
は
そ
の
 

こ
ろ
も
頻
繁
に
実
家
に
帰
っ
て
お
り
、
被
告
は
仲
 

人
に
原
告
が
親
離
れ
し
な
い
で
困
っ
て
い
る
と
相
 

談
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
、
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因
 
平
成
七
年
七
月
二
二
日
潮
干
狩
り
の
帰
 

途
、
原
告
が
い
き
な
り
原
告
の
実
家
に
行
こ
う
と
 

言
い
出
し
、
後
部
座
席
で
一
郎
を
抱
い
て
い
た
被
 

告
は
、
 

一
郎
が
眠
そ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
か
ら
、
 

「
一
度
家
に
帰
っ
て
一
郎
を
寝
か
せ
て
か
ら
に
し
 

た
ら
。
」
と
原
告
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
原
告
は
 

路
上
に
車
を
停
止
さ
せ
、
被
告
に
対
し
、
「
お
前
 

だ
け
降
り
ろ
。
」
 
な
ど
と
言
っ
て
抱
い
て
い
た
一
 

郎
の
身
体
を
手
で
掴
み
、
引
っ
張
っ
て
無
理
矢
理
 

奪
い
取
ろ
う
と
し
た
、
被
告
が
抵
抗
す
る
と
、
被
 

告
の
身
体
を
窓
ガ
ラ
ス
に
強
く
押
し
付
け
る
行
為
 

に
及
び
、
被
告
は
一
郎
を
抱
い
た
ま
ま
車
か
ら
降
 

り
て
避
難
し
た
、
そ
の
後
原
告
が
落
ち
着
い
た
た
 

め
、
再
び
車
に
乗
っ
て
自
宅
に
戻
っ
た
、
 

田
 
翌
々
日
、
被
告
が
加
入
し
て
い
た
学
資
保
 

険
の
こ
と
で
ロ
論
と
な
り
、
原
告
か
ら
解
約
す
る
 

よ
う
言
わ
れ
た
の
で
、
被
告
に
お
い
て
保
険
料
を
 

払
っ
て
続
け
る
と
言
う
と
、
原
告
は
突
然
怒
り
だ
 

し
、
い
き
な
り
ま
だ
寝
て
い
た
一
郎
を
抱
い
て
外
 

に
連
れ
出
そ
う
と
し
た
、
そ
し
て
、
取
り
返
そ
う
 

と
す
る
被
告
を
居
間
の
食
器
棚
に
押
し
付
け
て
喉
 

の
辺
り
を
強
く
押
し
て
圧
追
し
て
き
た
、
こ
の
た
 

め
、
被
告
は
そ
の
日
の
昼
こ
ろ
一
郎
を
連
れ
て
実
 

家
に
帰
っ
た
、
 

四
 
そ
の
夜
、
原
告
と
そ
の
母
親
が
被
告
の
実
 

家
を
訪
れ
、
自
宅
に
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
申
し
 

入
れ
た
が
、
被
告
は
原
告
に
対
す
る
恐
怖
心
か
ら
 

こ
れ
を
断
る
と
、
原
告
は
い
き
な
り
そ
の
場
に
い
 

た
一
郎
を
掴
ん
で
外
へ
連
れ
出
し
て
帰
ろ
う
と
 

し
、
被
告
と
子
の
取
り
合
い
と
な
っ
た
、
そ
の
日
 

は
一
旦
自
宅
に
帰
っ
た
が
、
 
一
晩
た
っ
て
も
原
告
 

の
態
度
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
、
同
月
二
五
日
に
 

は
一
郎
を
連
れ
て
再
び
実
家
に
帰
っ
た
、
 

2
日
 
調
停
に
移
行
し
た
離
婚
訴
訟
に
お
い
 

て
、
被
告
に
お
い
て
は
離
婚
と
慰
謝
料
を
求
め
た
 

が
、
原
告
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
 
一
郎
と
の
面
接
交
 

渉
を
強
く
求
め
て
き
た
、
 

口
 
平
成
一
〇
年
六
月
三
日
の
調
停
に
お
い
 

て
、
被
告
は
原
告
か
ら
養
育
費
に
代
え
て
学
資
保
 

険
の
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
保
険
料
 

の
一
部
未
払
分
金
三
〇
万
円
を
原
告
が
負
担
す
る
 

こ
と
と
な
り
、
被
告
は
こ
の
支
払
条
件
と
し
て
被
 

告
名
義
の
預
金
口
座
に
振
り
込
む
こ
と
を
要
求
し
 

た
、
こ
れ
は
満
期
返
戻
金
を
受
領
す
る
際
に
贈
与
 

税
な
い
し
一
時
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
 

る
か
ら
ロ
座
に
振
り
込
む
方
が
有
利
で
あ
る
と
い
 

う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
か
く
て
、
調
停
が
 

成
立
し
た
、
 

3
日
 
そ
の
後
、
原
告
か
ら
の
申
入
れ
に
よ
 

り
、
被
告
は
平
成
一
〇
年
七
月
三
〇
日
午
前
九
時
 

三
〇
分
か
ら
、
佐
鳴
湖
公
園
に
お
い
て
原
告
と
一
 

郎
と
の
面
接
交
渉
を
行
う
こ
と
を
承
諾
し
た
、
 

口
 

と
こ
ろ
が
、
原
告
は
前
記
調
停
に
お
け
る
 

約
束
を
破
り
、
所
持
し
て
い
た
学
資
保
険
の
保
険
 

証
書
を
使
っ
て
同
年
六
月
一
〇
日
こ
ろ
未
払
保
険
 

料
金
三
〇
万
円
を
直
接
郵
便
局
に
払
い
込
ん
で
し
 

ま
っ
た
、
こ
の
こ
と
は
原
告
の
被
告
に
対
す
る
こ
 

だ
わ
り
か
ら
被
告
に
直
接
送
金
し
た
く
な
い
と
い
 

う
行
動
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
、
 

目
 

こ
の
こ
と
に
被
告
は
腹
が
た
ち
、
原
告
代
 

理
人
に
面
接
交
渉
に
は
応
じ
な
い
と
伝
え
、
当
日
 

佐
鳴
湖
公
園
に
は
行
か
な
か
っ
た
、
 

四
 
そ
の
後
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
か
ら
の
履
 

行
勧
告
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
も
応
じ
な
か
っ
 

た、 
三
1
 

ま
ず
、
被
告
は
、
原
告
に
対
し
て
一
郎
 

と
の
面
接
交
渉
を
拒
絶
し
た
の
は
、
婚
姻
後
原
告
 

が
自
己
本
位
で
わ
が
ま
ま
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
 

が
遠
因
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
 

日
 
新
居
を
そ
れ
ぞ
れ
の
両
親
か
ら
独
立
し
た
 

ア
パ
ー
ト
で
営
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
 

（
前
記
一
1
日
、
口
、
な
ら
び
に
二
1
日
）
は
前
 

記
第
二
項
一
1

で
看
る
と
お
り
双
方
の
両
親
か
ら
 

の
過
干
渉
も
な
く
夫
婦
が
互
い
に
独
立
し
た
人
格
 

を
持
っ
て
基
底
的
社
会
で
あ
る
家
庭
を
築
き
上
げ
 

る
と
い
う
理
想
的
な
形
態
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
 

家
庭
に
お
い
て
、
原
告
は
、
そ
れ
な
り
に
家
事
に
 

協
力
し
、
被
告
の
妊
娠
中
は
炊
事
、
洗
濯
等
の
協
 

力
も
し
て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
前
 

記
一
1
四
、
因
、
旧
、
目
）
。
 

口
 
右
に
反
し
、
 

m
 
何
せ
被
告
は
一
人
娘
で
あ
る
こ
と
と
 

て
、
そ
の
人
格
は
幼
稚
で
あ
り
、
何
か
に
つ
け
て
 

極
論
を
吐
い
た
り
激
怒
し
（
前
記
一
1
目
、
国
）
、
 

こ
と
が
あ
る
と
そ
の
実
家
に
帰
り
（
前
記
一
1
 

囲
、
同
、
国
）
、
原
告
を
て
こ
づ
ら
せ
困
ら
せ
て
 

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
前
記
一
1
）。 

②
 

ま
た
、
被
告
は
そ
の
実
家
に
よ
く
帰
っ
 

た
り
、
気
に
い
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
行
方
も
知
 

れ
ず
自
宅
を
出
て
い
く
こ
と
が
多
い
反
面
（
前
記
 

一
1
四
、
目
）
、
原
告
の
実
家
を
極
端
に
嫌
っ
て
 

い
る
風
が
見
受
け
ら
れ
る
（
前
記
一
1
口
、
四
、
 

同
、
目
）
。
 

貝
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
 
一 

郎
も
連
れ
て
家
族
全
員
元
気
な
顔
を
見
せ
る
の
 

は、 

一
郎
に
と
っ
て
も
た
と
え
眠
た
い
と
き
に
は
 

寝
か
せ
て
お
け
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
何
ら
立
ち
寄
 

る
こ
と
に
は
苦
痛
は
な
い
は
ず
で
あ
っ
て
、
そ
の
 

お
裾
分
け
を
実
家
に
し
よ
う
と
思
い
立
つ
の
は
人
 

情
と
言
っ
て
よ
く
、
 

一
旦
自
宅
に
帰
り
一
人
で
行
 

け
と
い
う
こ
と
は
右
原
告
の
実
家
を
毛
嫌
い
す
る
 

被
告
の
態
度
の
徴
葱
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
 

い
 。

 

⑧
 
被
告
は
、
子
供
の
朕
や
家
庭
内
の
経
済
 

等
夫
婦
で
相
談
の
う
え
協
カ
し
て
築
き
あ
げ
て
い
 

く
べ
き
問
題
に
つ
い
て
も
秘
密
に
す
る
こ
と
が
多
 

く
（
前
記
一
1

因
田
、
同
、
目
）
、
約
束
事
を
守
 

ら
な
い
こ
と
も
多
い
（
前
記
一
1
因
同
は
被
告
よ
 

り
開
示
さ
れ
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
△
証
拠
 

略
V

に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る
）
。
 

④
 
ま
た
、
被
告
に
は
邪
推
が
多
い
こ
と
も
 

そ
の
人
格
特
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鍍
灸
接
骨
 

院
に
原
告
が
出
か
け
た
こ
と
を
実
家
に
帰
っ
た
と
 

邪
推
し
た
り
（
前
記
一
1
四
）
、
二
台
の
車
の
こ
 

と
も
ア
パ
ー
ト
管
理
人
か
ら
二
台
分
の
駐
車
代
を
 

払
う
よ
う
苦
情
を
言
わ
れ
た
こ
と
を
被
告
が
正
確
 

に
聞
き
分
け
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
り
 

（
前
記
一
1
国
、
こ
れ
に
反
す
る
乙
第
一
号
証
は
 

措
信
し
難
い
（
前
記
二
1
回））、 

日
m
 
以
上
の
こ
と
、
特
に
右
口
②
の
こ
と
 

は
、
被
告
と
そ
の
両
親
と
の
結
び
つ
き
が
強
固
で
 

あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
被
告
が
充
分
に
親
離
れ
し
 

な
い
ま
ま
に
未
熟
な
人
格
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
 

を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
別
居
後
の
被
告
の
両
親
の
 

態
度
等
に
も
そ
れ
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
 

（
原
告
が
被
告
の
実
家
を
訪
れ
た
際
、
被
告
の
母
 

に
鍵
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
前
記
一
1
園
や
、
 

被
告
の
父
か
ら
原
告
が
、
「
わ
し
は
娘
が
い
な
く
 

な
り
寂
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
」
と
嘆
い
た
り
、
 

「
馬
鹿
野
郎
、
お
前
な
ん
か
に
挨
拶
な
ん
か
な
 

い。」 

と
か
、
「
帰
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
、
じ
ゃ
あ
 

帰
れ
。
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
も
 



1713号 判例時報 

窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
）
。
 

②
 
さ
ら
に
、
別
居
後
の
調
停
等
の
席
上
、
 

原
告
か
ら
一
郎
タ
還
ざ
け
よ
う
と
す
る
被
告
の
態
 

度
（
前
記
一
2
口
、
日
、
四
）
は
、
社
会
人
と
し
 

て
成
長
し
た
暁
に
は
人
格
と
し
て
備
わ
っ
て
い
な
 

く
て
は
な
ら
な
い
二
つ
の
特
性
、
す
な
わ
ち
、
人
 

間
の
母
性
原
理
の
他
、
父
性
原
理
を
一
郎
自
身
が
 

学
習
す
べ
き
絶
好
の
機
会
を
被
告
自
ら
が
摘
み
取
 

っ
て
い
る
態
度
と
い
う
べ
く
、
決
し
て
讃
め
ら
れ
 

た
態
度
で
は
な
い
。
 

子
供
は
産
ま
れ
た
と
き
か
ら
二
一
親
と
は
別
個
独
 

立
の
人
格
を
有
し
、
そ
の
者
固
有
の
精
神
的
世
界
 

を
有
し
、
固
有
の
人
生
を
歩
む
と
い
う
べ
く
、
決
 

し
て
、
”
母
親
た
る
被
告
の
所
有
物
で
は
な
い
の
で
 

あ
る
。
 

四
、
以
上
の
他
、
被
告
の
供
述
は
い
ず
れ
も
に
 

わ
か
？
に
措
信
し
難
い
も
の
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
 

2
 
以
上
の
と
お
り
、
被
告
が
原
告
の
許
を
離
 

れ
て
別
居
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
本
件
調
停
の
経
 

過
や
調
停
離
婚
成
立
の
過
程
を
併
せ
考
慮
す
れ
 

ば
、
決
し
て
原
告
が
自
己
本
位
で
わ
が
ま
ま
で
あ
 

る
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
被
告
の
 

親
離
れ
し
な
い
幼
稚
な
人
格
が
、
家
庭
と
い
う
も
 

の
の
本
質
を
弁
え
ず
、
子
の
監
護
養
育
に
も
深
く
 

考
え
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
わ
が
ま
ま
で
し
た
こ
 

と
で
あ
っ
て
、
そ
の
わ
が
ま
ま
な
態
度
を
原
告
に
 

責
任
転
嫁
し
て
い
る
も
の
と
い
う
他
は
な
く
、
右
 

被
告
の
別
居
に
至
る
経
過
が
今
回
の
面
接
交
渉
拒
 

否
の
遠
因
と
な
る
と
す
る
被
告
の
主
張
は
到
底
採
 

る
を
得
な
い
。
一
二
 

四
 
な
お
、
＼
学
資
保
険
の
未
払
保
険
料
金
三
〇
 

方
財
の
支
払
は
プ
必
ず
機
告
」
の
預
金
口
座
に
振
り
 

込
む
こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
と
、
被
告
は
主
張
す
 

る
が
、
こ
れ
と
て
も
八
証
拠
略
V
に
よ
っ
て
も
こ
 

れ
を
認
め
る
に
足
り
ず
、
そ
も
そ
も
被
告
が
満
期
 

返
戻
金
を
受
領
す
る
際
に
贈
与
税
ま
た
は
一
時
所
 

得
に
よ
る
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
と
し
て
も
、
せ
 

い
ぜ
い
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
内
外
の
経
済
的
負
担
を
 

被
告
が
一
時
的
に
負
う
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
い
う
 

べ
く
、
到
底
父
性
原
理
の
習
得
と
い
う
重
大
な
人
 

間
的
価
値
と
比
較
す
れ
ば
、
被
告
の
右
主
張
は
採
 

る
に
足
り
な
い
言
い
が
か
り
と
い
う
他
は
な
い
。
 

第
四
、
‘
以
上
の
ど
お
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
被
 

告
が
原
告
に
対
し
て
一
郎
と
の
面
接
交
渉
を
拒
否
 

し
た
こ
と
ば
、
親
権
が
停
止
さ
れ
で
い
る
と
は
い
 

え
 
原
告
の
 

と
し
で
の
愛
情
に
基
く
自
然
の
権
 

利
を
、
子
た
る
一
郎
の
福
祉
に
反
す
る
特
段
の
事
 

情
も
な
い
の
に
、
こ
と
さ
ら
に
妨
害
し
た
と
い
う
 

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
前
項
で
検
討
し
た
 

諸
事
情
を
考
慮
す
れ
L
、
そ
の
妨
害
に
至
る
経
 

緯
、
期
間
、
被
告
の
態
度
な
ど
か
ら
し
て
原
告
の
 

精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
に
は
金
五
〇
〇
万
円
が
 

相
当
で
あ
る
。
 

第
五
、
よ
っ
て
、
本
訴
請
求
は
こ
れ
を
認
容
す
 

る
こ
と
と
し
（
な
お
、
訴
状
送
達
の
日
の
翌
日
が
 

平
成
一
〇
年
一
二
月
二
七
日
で
あ
る
こ
と
は
一
件
 

記
録
上
明
か
で
あ
る
）
、
訴
訟
費
用
に
つ
き
民
事
 

訴
訟
法
第
六
一
条
を
、
仮
執
行
の
宣
言
に
つ
き
同
 

法
第
二
五
九
条
第
「
項
を
適
用
し
て
、
主
文
の
と
 

お
り
判
決
す
る
。
 

（
裁
判
官
 

宗
 
哲
朗
）
 

▽
廃
品
回
収
業
者
の
倉
庫
か
ら
の
爆
 

発
火
災
に
よ
り
延
焼
し
た
周
辺
家
 

屋
の
住
民
の
業
者
及
び
消
火
に
あ
 

た
っ
た
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
 

損
害
賠
償
請
求
が
認
容
さ
れ
た
事
 

例
 

、
損
害
賠
償
請
求
事
件
、
山
形
地
裁
平
六
⑦
ン
 

二
二
一
号
、
平
 11 

・
飽
・
7
民
事
部
判
決
、
、
 

／
一
部
認
容
、
 

一
部
棄
却
（
控
訴
）
 

協
は
、
廃
品
回
収
と
再
生
資
源
の
卸
売
り
 

を
業
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
が
、
従
業
員
 

A
が
同
社
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
保
管
す
る
倉
 

庫
で
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
移
動
さ
せ
て
い
 

る
内
に
ア
ル
ミ
屑
が
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
の
 

バ
ッ
テ
リ
ー
に
接
触
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
シ
 

ョ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
発
火
し
て
火
災
が
発
 

生
し
た
。
一
一
九
番
通
報
を
受
け
た
一
部
事
 

務
組
合
L
は
、
消
火
活
動
を
始
め
た
が
、
注
 

水
に
よ
り
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
爆
発
を
誘
引
 

し
、
近
辺
の
家
屋
に
居
住
す
る
X
ら
一
〇
名
 

の
不
動
産
、
動
産
類
を
焼
損
さ
せ
た
。
 

x
ら
は
、
Y
ら
に
対
し
損
害
賠
償
を
求
め
 

る
訴
え
を
提
起
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
L
 

に
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
適
切
に
管
理
せ
ず
、
 

シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
カ
バ
 

ー
を
し
な
い
重
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
、
L
に
 

は
本
件
倉
庫
内
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
屑
が
燃
焼
 

し
て
い
た
こ
と
を
当
然
視
認
で
き
た
は
ず
で
 

あ
り
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
注
水
す
れ
ば
爆
発
 

を
誘
引
す
る
こ
と
を
容
易
に
認
識
で
き
た
の
 

に
、
あ
え
て
注
水
し
た
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
 

を
主
張
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
L
は
、
適
正
な
消
火
活
動
 

が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
x
ら
の
家
屋
へ
の
延
焼
 

は
な
か
っ
た
（
因
果
関
係
の
否
認
）
な
ど
と
 

主
張
し
、
、
は
、
延
焼
の
過
程
で
誘
爆
し
た
 

場
合
に
は
失
火
ノ
責
任
ニ
関
ス
ル
法
律
（
失
 

火
責
任
法
）
の
適
用
は
な
い
こ
と
、
本
件
火
 

災
の
発
生
を
現
認
し
た
時
点
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
 

ム
肩
の
存
在
は
認
知
で
き
ず
、
爆
発
音
を
聞
 

い
て
出
火
点
へ
の
注
水
を
中
止
し
た
が
、
・
延
（
 

焼
の
結
果
を
回
避
す
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
 

こ
と
な
ど
を
主
張
し
た
。
 

本
判
決
は
、
Y
ら
の
共
同
不
法
行
為
責
任
 

を
認
め
、
X
ら
の
請
求
を
一
部
認
容
し
た
。
 

本
判
決
は
、
L
の
責
任
原
因
に
つ
い
て
、
シ
 

ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
金
属
屑
の
近
く
で
運
転
 

す
る
場
合
に
バ
ッ
テ
リ
ー
端
子
に
金
属
屑
が
 

降
り
か
か
っ
て
シ
ョ
ー
ト
す
る
こ
と
が
な
い
 

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
L
に
お
 

い
て
は
大
量
の
ア
ル
ミ
屑
を
山
積
に
し
、
些
 

細
な
こ
と
で
崩
れ
落
ち
る
危
険
が
あ
り
、
従
 

業
員
は
ア
ル
ミ
肩
に
切
削
油
が
付
着
し
て
い
 

る
の
を
知
っ
て
い
て
引
火
を
容
易
に
認
識
で
ー
 

き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
重
過
失
が
あ
っ
た
と
 

し
た
。
そ
し
て
L
の
責
任
原
因
に
つ
い
て
 

は
、
当
初
の
失
火
と
そ
の
後
の
延
焼
に
至
る
 

因
果
の
関
係
か
ら
別
個
独
立
し
た
第
三
者
の
 

行
為
に
よ
り
初
め
て
爆
発
と
こ
れ
に
よ
る
財
．
 

産
的
損
害
が
発
生
レ
た
場
合
に
は
失
火
責
任
 

法
の
適
用
は
な
い
と
し
、
、
の
職
員
は
本
件
 

倉
庫
に
金
属
屑
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る
こ
と
・
 

を
事
前
に
知
っ
て
い
た
の
に
漫
然
と
注
水
を
一
 


